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群衆の予測値の分散（ばらつき）＝個々の予測の分散−予測の多様性

式の導出

群衆の多様性が大きければ大きいほど、予測値の誤差は小さくなる
集合知

ここで、 𝐶：群衆の予測値 𝑋：真値 𝑥! ：個々の予測値
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標本平均値の標準偏差
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母集団
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標本平均値の分布

母集団の平均値μ（未知）から、ｎ個サンプリングして標本とする。
その標本平均の分布より母集団のμを推定する

ｎ個

サンプルサイズｎを大きくすると
標準誤差ｕ小→推定値の信頼性向上

μ μ μ

←多様性


